
JASVは今年役員改選の年でありましたが、不肖石川が代表理事をもう1期務めさせていただくことになりま
した。2006年7月から2008年6月までの最後の2年間、JASVの活動に全身全霊を傾ける所存です。ご指導、ご
協力のほど、よろしくお願い申し上げます。
さて今後の主な活動に関しての取り組みについて、申し上げます。

1．麻布大学との病性鑑定システムについて
すでに具体的に動き出していますが、さらにこの活動を充実させていきたいと考えています。JASVの正会員
は北海道から鹿児島県まで全国で活動しております。これら正会員からの病性鑑定材料が麻布大学に送られ、そ
の結果が一元化、蓄積されることにより、疫学的研究にも役立てられると考えております。

2．動物衛生研究所との共同研究による「PRRSの制御を目的とした飼養管理技術の高度化」事業もスタートしま
した。これにより日本のPRRSがどのように動いているのか？　ウイルスの変異の程度は？　ウイルス株による
病原性の違いは？　ワクチンが効く農場と効かない農場の差は？　PRRS陽性農場で被害の大きい農場と小さい
農場の差は？　等の疑問を解決していくきっかけになると期待されています。またこの事業を機会に、PRRSだ
けでなくPMWSなどの重要疾病に対しても、系統だった研究が進められることを願っている次第です。
その他PRRSに関しては、日本養豚生産者協議会からの要望を受ける形で、現在、「PRRS事例集」という冊子
の作成に協力しています。

3．各種セミナーの開催について
動物衛生研究所において、10月24日に「豚疾病講習会」を開催しました（正会員、一般会員および学生会員

を対象）。12月には宮崎県で、2月は東京でそれぞれセミナーを開催する予定です。

4．養豚獣医師の今後について
養豚獣医師が今後どのように養豚界に貢献していけるかという議論も進めていきたいと考えています。JASV
会報（2号）にも掲載しました、「デンマークにおける養豚獣医療の状況」を参考にし、養豚獣医師による定期的
な農場訪問を確立することにより、生産性向上に貢献できればと考えております。

5．アジア養豚獣医学会に向けて
2007年4月に中国の武漢で開催される第3回アジア養豚獣医学会（APVS）に向け準備が進んでいるところで

す。JASVとしては、APVS参加ツアーを企画し、多数の参加者を募り、学会成功に向け協力していきます。
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JASV会報第5号発行にあたって

日本養豚開業獣医師協会 代表理事
譌サミットベテリナリーサービス　石川　弘道



PRRSウイルスおよびPCV2感染に引き続き、様々

な細菌感染あるいは日和見感染が起こる。今回は、

2005年に病性鑑定を実施した豚143頭に基づいて、豚

の病気の実態について概説する。

PCV2感染が疑われたものが最も多く44例であり、

次いでPRRSの24例であった。PCV2とPRRSの同時

感染は9例に見られた。化膿性髄膜炎が17例、大腸

菌症が16例の順であった（表1）。単独感染例は少な

く、多くは複合感染であった。

病気を年齢別に見ると、PCV2感染は20日齢以降

に見られ、80から140日齢の豚が大部分を占めてい

た（表2）。PRRSは0～20日齢の若齢豚でも見られ、

80～100日齢が最も多かった（表2）。Actinobacillus
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病理から見た豚複合感染の実態

動物衛生研究所　久保　正法

表１．　2005年に検索した143頭の疾病と頭数 

疾病名 頭数 
PCV2感染 44
PRRS 24
化膿性髄膜炎 17
大腸菌症(浮腫病、AEEC) 16
App 10
マイコプラズマ肺炎 10
漿膜炎(グレーサー病） 8
クリプトスポリジウム寄生 5
サルモネラ症 3
心外膜炎 3
増殖性腸炎 3
トリコモナス寄生 3
鞭虫寄生 3
壊死性腸炎 2
カリニ肺炎 1
豚痘 1

表２．年齢別発生状況 

PCV2 PRRS PCV2
+PRRS App マイコ グレーサー 髄膜炎 大腸菌 浮腫病 AEEC

0～20
20～60
60～100

100～140
合　計 

0
8

19
17
44

5
6

10
3

24

0
1
5
3
9

0
3
2
5
10

0
1
3
6
10

2
1
2
3
8

0
11
6
0
17

1
0
4
0
5

0
5
0
0
5

0
3
1
2
6

PCV2によるブドウの房状封入体：矢印



pleuropneumoniae（App）感染は、20日齢から140日

齢まで見られ、100～140日齢が半数であった。マイ

コプラズマ肺炎もApp感染と同様な傾向が見られた。

連鎖球菌による化膿性髄膜炎は17例に見られ、20～

60日齢が過半数を占めていた（表2）。

PCV2感染は、リンパ組織におけるリンパ球の著し

い減数、MPS細胞の活性化および多核巨細胞の形成、

PCV2に特異的な封入体で診断した。PCV2例の日齢

と封入体との関連を表3に示した。20～ 60日齢で

PCV2と診断した症例は8例あったが、そのうちの1

例にのみ細胞質内封入体が確認された。60～100日

齢では19例がPCV2感染と診断され、そのうち16例

（84.2％）で封入体が確認された。100～140日齢では、

17例中4例（23.5％）で封入体が確認された（表3）。

20～60日齢で、リンパ球の著しい減少は見られるも

ののPCV2の封入体が見られないことの機構の説明に

苦慮している。

PCV2との関連性が100％解明されてはいないが、

豚皮膚炎腎症症候群が問題になっている。強い非化膿

性の間質性腎炎と急激な糸球体の崩壊と皮膚炎を特徴

としている。例数は多くないが、全国で見られるよう

になった。

PRRSウイルス感染による肺胞中隔の肥厚は24例で

見られた。PRRSウイルスに対するワクチンが開発さ

れ、利用されるようになった現在でも、PRRSは大き

な問題となっている。

PRRSウイルスに対するモノクローナル抗体が市販

されており、病理学的な確定診断は容易になった。

App感染は、20～140日齢の10例に見られた（表4）。

Appの単独感染と思われたものは3例であり、PCV2
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PCV2 封入体（+） ％ 
0～20 0

20～60 8 1 12.5

60～100 19 16 84.2

100～140 17 4 23.5

合計 44 21 47.7

表３．PCV2例の日齢と封入体の関係 

 

 

鞭虫症、PCV2感染、App140 2005.11.28 28042 
鞭虫症、PCV2感染、App140 2005.11.28 28041 
App、PMWS（PCV2の封入体ー） 140 2005.10.13 27956 
App 80 2005.9.13 27898 
PCV2、AppおよびPm肺炎, Salmonella90 2005.9.15 27894 
甚急性App30 2005.8.29 27851 

23-352005.7.1327668

PRRS、PCV2感染、App、肺膿瘍 
（A.pyogenes）、AEEC

1302005.7.1327654
肺：App、空腸：AEEC452005.6.2527598
App1202005.2.1327347

診断 日齢 日付 番号 
表４．Appと診断された症例の要約と診断された症例の要約 

 

PasteurellaおよびApp肺炎 

豚皮膚炎腎症症候群：皮膚病変を示す

PRRSウイルスによる肺胞中隔の肥厚を示す
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感染が関与していたものは5例であり、Pasteurella

感染および鞭虫寄生がそれぞれ2例で見られた。

マイコプラズマ肺炎は10例に見られた。20～140

日齢の10例にみられたが、そのうち60～140日齢が

9例であった（表2）。気管支周囲のリンパ濾胞が過形

成する前の、肺胞腔内にマクロファージや好中球の浸

潤を伴うカタル性気管支肺炎のものが多かった。

Pneumocystis cariniiによる肺炎（カリニ肺炎）

が1例で見られた。カリニ肺炎はPRRSが日本に浸潤

してからしばしば見られるようになった。また、モノ

クローナル抗体が市販されており、免疫組織化学的に

証明することも可能になった。

腸炎についてみると、複合感染としてはクリプトス

ポリジウム（5例）やトリコモナス（3例）の寄生が多く

なっている。下痢等の臨床症状は見られないことが多

いが、濃厚感染したときには問題となる。

単独感染としても問題ではあるが、増殖性腸炎も問

題となっている。増殖性腸炎は30年程前から日本で

も知られている病気ではあるが、病理学的に問題とな

っているのは、抗生物質で治療すると、Lawsoniaが

先に消失し、組織学的に陰窩の過形成が残っているに

もかかわらず菌が見つからないことである。

おが屑豚舎では鞭虫症（3例）がしばしば発生する。

トリコモナスやAEECが同時感染していた症例もあった。

浮腫病は20～60日齢の5例で見られたが、肺病変

が顕著なものが1例見られた。肺胞中隔は水腫性に肥

厚し、肺胞腔内には漿液が貯留していた。腸では、結

腸の小動脈に顕著な類線維素変性が見られ、粘膜下織

から漿膜には水腫が見られた。

SalmonellaCholeraesuisがPRRSウイルスやPCV2

感染とともにしばしば分離される。肝臓には多発性巣

状壊死が見られるのが特徴である。

最後に、複合感染ではないが、オーエスキー病を取

り上げたい。動物衛生研究所で秋に実施している病理

研修会に1982年（茨城）、1990年（栃木；タヌキ）、

1990年（群馬）、2002年（鹿児島）、2003年（神奈川）、

2004年（栃木）の症例が報告されている。生後間もな

くの子豚でなく、50～120日齢ほどの肥育豚の症例

である。50～120日齢の豚になると、脳には封入体

は見られず、強い脳炎が特徴である。

（本稿は7月に行われたJASV総会での記念講演の内容を久保先

生のご了解を得てまとめたものです。）

カリニ性肺炎：免疫染色○内にPneumocystis cariniiが証
明されている

クリプトスポリジウムの電子顕微鏡：写真矢印

盲腸内に寄生している鞭虫：矢印



はじめに
JASV会報第4号で、PCR検査について村上先生、

大井先生が詳細に解説されていました。今回は、両先

生が解説されていなかった検体からのRNAおよび

DNA抽出処理を重点的に解説しながら、処理法によ

って検査精度が変わる可能性があることについて詳述

したいと思います。大井先生は前号でPRRSウイルス

を例に解説されていましたが、本稿でも引き続き

PRRSウイルスを例に解説いたします。PRRSウイル

スはRNAウイルスで遺伝子は1本鎖ですので、主に

RNA抽出についての記述になります。

抽出終了後、PCR検査を行いますが、この時にも

使用する機器や酵素によって検査精度が変わります。

最近注目されているリアルタイムPCR法とこれまで

実施してきたPCR法の違いを大井先生が解説されて

いましたが、リアルタイムPCR法を用いて検査を実

施することで、検査精度をさらに上げる使い道がある

ことを述べたいと思います。

最後に、最近、京都府立大学の牛田先生、あかばね

動物クリニックの伊藤先生および弊社との共同研究結

果がJournal of Virological Methodsという雑誌に掲載

されることが決まりました。今までPRRSウイルスを

検査機関に提出する場合、採血後に遠心分離を行い、

血清を冷蔵または凍結で送付していましたが、豚の採

血にはある程度の技術が必要です。今回掲載されるこ

とが決まった技術は、だれでも簡便に血液を採取し、

常温で送付できる技術です。この画期的な方法につい

ても解説します。

生体材料からのRNA抽出
検査機関では、血清もしくは肺からPRRSウイルス

を検出します。RNAはDNAと違って1本鎖の遺伝子

なので不安定であり、かつ巷にはRNA分解酵素が溢

れているため、取り扱いには細心の注意が必要です。

油断していると陽性とすべき検体を陰性と判断するこ

とになりかねません。臨床現場から送付された検体は

出来るだけ早くRNA抽出を行うか、どうしても一時

保存しなければならない場合は、－80℃で保存します。

RNA抽出にしても、DNA抽出にしても、目的はタ

ンパク質を除去し、出来るだけピュアにRNAやDNA

を回収することにあります。RNA抽出、DNA抽出とも

に、抽出試薬がキットとして多くのメーカーから販売

されています。このキットを買うと、全ての試薬が揃

っており、後は器具を揃えればRNA抽出が簡便に出

来るという仕組みです。当然メーカーによって、値段

が高いものから低いもの、遺伝子の回収率が高いもの

から低いものまで数多くあります。この世の真理の一

つだと思いますが、品質の良いものは概して高価です。

弊社ではリアルタイムPCRを用いた定量的PRRSウ

イルス検査法を採用していますので、出来るだけ回収

率の高い、言い換えると高価な抽出キットを採用して

います。逆に、簡単に質を落として検査料を安くする
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進化するPCR検査法
―検査精度・検査料金・採材法をキーワードに―

譁栄養・病理学研究所　塚原　隆充

PCR技術講座③



ことも可能だということです。これらのことから検査

料が安価だからといって、安易に検査機関を選択する

ことは早計であると思います。RNA抽出法や次章に

ある逆転写酵素、果てはPCRで用いるTaqポリメラ

ーゼなどを比較しながら、自分の考える検査精度と最

もマッチした機関を選択すべきだと思います。

RNAではPCRできない
前章で抽出したRNAですが、このままではPCR増

幅させることが出来ません。PCRで用いるTaqポリ

メラーゼはDNAのみを増幅させる酵素なので、RNA

をDNAに変換してあげねばなりません。この操作を

「逆転写」といいます。通常、動植物の体内ではDNA

が遺伝情報を管理し、適宜その情報をRNAに「転写」

して必要なタンパク質などを生産する仕組みになって

います。その逆RNA→DNAへと遺伝情報を移すとい

う意味で「逆転写」という名称になっています。

逆転写するためのキットも各メーカーから販売され

ています。逆転写はPCRと同様に酵素が命なので、酵

素反応の良し悪しで回収率が大幅に変化します。弊社

ではRNA抽出キットと同様に出来るだけ回収率の高

い（高価な）キットを採用しています。

PCR（いままでのPCR）
以上の前処理が終わり、実際にPCRを行う段にな

りました。PCRは前号の村上先生が解説されている

とおり、温度の昇降を数十回連続させることによって

目的とする遺伝子を指数関数的に増幅する技術で、こ

の反応を行うのは前述したTaqポリメラーゼです。こ

のTaqポリメラーゼもメーカーによって反応が良好な

ものと、そうでないものがあります。弊社はとくにこ

のTaqポリメラーゼに注意を払って検査を実施してい

ます。また、PCRを行う機械（サーマルサイクラーと

呼ばれています）でもメーカーによって微妙に温度昇

降の速度に差があるので注意が必要です。文献通りに

条件を揃えても全く反応しない場合もあります。

PCRの反応を終わらせた後、目的遺伝子の増幅を

電気泳動によって確かめます。図1がその例です。紫

外線照射によって肉眼的に陽性か陰性かを判断しま

す。普通に蛍光が確認できる場合には問題ないのです

が、白矢印部の様に陽性も見えるし陰性にも見える場

合が大変です。もう一度PCRをかける（nested-PCR）

などの追加操作を行い、確認をしなければなりません。

リアルタイムPCR
リアルタイムPCRについては、前号の大井先生が

解説していましたので詳細については述べませんが、

現在弊社で行っている主にSYBR Greenを用いたリ

アルタイムPCRについて補足説明をしたいと思いま

す。SYBR GreenというDNAの2本鎖の間に入ると

発色する特殊な試薬を反応液の中に入れ、毎回の

DNA伸長時にこの発色強度を読みとることで、遺伝

子の増幅をリアルタイムで確認する技術がリアルタイ

ムPCRといわれる技術です。濃度既知のサンプルを
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図1　ブタ糞便中からのClostridium perfringens α-toxin 
　　　検出結果 

黒矢印部に発色が認められれば，陽性 
白矢印部は陽性か陰性か判断をつけにくい検体 

図2　PRRSウイルスのリアルタイムPCR解析での融解曲線 
　　　破線：検量線用標準サンプル 
　　　実線：母豚血清検体 
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用いて検量線を作成し、その検量線から検体の濃度を

算定することが可能なので、定量的PCRとも呼ばれ

ています。

また、反応終了後に融解反応分析を行えることも大

きなメリットです。DNAはその配列によって2本鎖

から1本鎖に変わる温度が違います。その解離する温

度差を利用して融解反応を行うことで、増幅したのが

目的の遺伝子かどうかを確認することが出来ます。図

2に示しますが、たとえ反応としては微弱であっても

矢印のようにピークのあるなしで目的遺伝子の増幅が

確認できます。大体十数分の反応ですが、いままでの

PCRで行っていた電気泳動などの作業がなくなり、分

析時間の短縮・省力化が可能です。

RNA抽出も簡便に
最近、Journal of Virological Methodsという雑誌か

らPRRSウイルスの簡便な採材に関する論文の掲載決

定の通知が来ました1）。その内容は、臨床現場で簡便

に採材できRNA抽出も同時に出来る特殊な濾紙を用

いて、PRRSウイルスを簡便に検査できることを証明

しています。濾紙はFTAカード（Whatman；http:

//www.whatman.co.jp/product/Bio/fta.html）という

名称で、濾紙に血液を染み込ませて十分に乾燥させる

だけで、即日ならば常温の速達で郵送でき、検査材料

とすることが可能です。今までPRRS血清といえば採

取した当日に血清分離を行い冷蔵などで郵送していた

ため、輸送費などの圧縮が見込めます。また、豚の採

血は血管が見えないために特殊な技術が必要でした

が、このカードを用いれば、耳刻を施す時に染み込ま

せることも可能で、採材の難易度もぐっと低くなり、

農場毎の判断で即日実施することができます。

さらに、RNA抽出は既にFTAカードに染み込ませ

ることで終了しているため、検体搬入後は逆転写さえ

行えばPCR検出することが可能になり、検査料金の

圧縮にもなります。

ただ、このカードではリアルタイムPCRを用いた

定量性を確保することは難しいという結果になったの

で、陽性か陰性かの判断しか出来ないという報告も併

せてしています。

おわりに
リアルタイムPCRを用いた病原微生物の定量検査

は、どちらかといえば同一豚を用いて継続的な検査を

実施したい時や、血中PRRSウイルス濃度と体重など

他の数値との相関を見たい時に有効なのではないかと

思います。また、通常のPCRでは陽性か陰性かの判

断をしにくい検体も、リアルタイムPCRを用いるこ

とで判断しやすくなることを紹介しました。一方で、

FTAカードを用いることで、豚の血液の採材が簡便

になり、検査料金の圧縮にも役立ちそうだということ

についても述べました。

RNA抽出やPCRなどの技術は現在、日進月歩です。

ここでご紹介したことも、数年すれば時代遅れの技術

になっているかもしれません。検査機関の技術者は、

どん欲に新しい情報を吸収し、生産現場に還元できる

よう常に気を配らなければならないと思います。また、

生産現場の方々も検査料金が安いからといって安易に

依頼せず、分析条件などを十分に吟味して検査を依頼

すべきだと思います。

引用文献

1） Inoue, R., Tsukahara, T., Sunaba, C., Itoh, M., Ushida, K.

Simple and rapid detection of the porcine reproductive and

respiratory syndrome virus from pig whole blood using

Flinders Technology Associates filter papers. Journal of

Virological Methods in press.
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日本HACCPトレーニングセンターによると、「畜

産HACCPワークショップ」の受講者は平成17年12

月末で830名にのぼり、この内470名が養豚関係者で

あったという（表1）。多数の養豚生産者がワークショ

ップを受講しており、畜産HACCPの構築を望んでい

ることがうかがえる。

HACCPを組み込んだISO22000【Food safety man-

agement system－Requirement for any organiza-

tion in the food chain：食品安全マネジメントシステ

ム；食品供給に関わるあらゆる組織への要求事項】が

2005年9月に発行され、食品業界においても食の安

全に向けた取り組みの意欲が活発化している。今後、

食品加工場や量販店でのHACCPやISO22000による

衛生管理が進めば進むほど、生産者に食品原材料の安

全性の保証を求めて来ることが予測される。

食品の安全は、「農場から食卓まで」と言われてい

るように、食品関連事業者がそれぞれの段階において

連携を取って安全を確保しなければならない。原材料

を生産する養豚生産者は安全で高品質な豚肉の生産が

求められ、その保証はHACCPやISO22000での要求

項目に適合できる衛生管理の下で生産された健康な豚

を供給することにある。

一方、農林水産省の平成19年度の予算概算要求で

は、「農場生産衛生管理技術等向上対策事業」を新規

事業とし、HACCP方式を活用した衛生管理が行われ

ている農場を認証するための基準等を策定するため、

認証基準策定委員会の設置が計画されている。

時代は、あたかも、HACCP方式による衛生管理に

基づいた養豚生産を要求しているようである。日夜、

養豚農場で指導に当っている養豚開業獣医師の役割も

大きく、生産者の要望によりHACCP構築に取り組む

場合もあると思う。

筆者も、養豚場におけるHACCPの構築を開始した

ところであり、本稿に記す内容は、完成された養豚の

HACCPシステムの紹介ではなく、試行錯誤しながら

HACCP構築を目指している一人の開業獣医師の苦労

話である。諸先生方のご助言とご指導を賜れれば幸い

である。

なお、本稿では「家畜の衛生管理ガイドライン；解

説書」（監修；農林水産省）を基本にしている。（この解
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HACCP導入における獣医師の役割

西村獣医科クリニック　西村　雅明

表―１  ガイドラインに沿った教育（ＷＳ）受講者数 
NPO法人日本食品安全検証機構主催 
農場HACCPワークショップ（入門基礎、実践実務編） 

牛 豚 レイヤー ブロイラー 

北 海 道 46 44 15 -

東 北 28 147 14 32

関 東 5 100 27 9

中 部 5 36 37 5

近 畿 10- -

中 国 10

-

-- -

九 州 28 123 62 46

計 112 470 155 92
合計；830名（2005年12月末まで） 



説書はコーデックス委員会（WHOとFTOの合同食

品規格部会）の示した「食品衛生の一般原則」および

危害要因分析必須管理点（HACCP）システム及びそ

の適用のためのガイドラインを採用している。）

HACCP計画の前段に前提条件プログラム

（PRP）の運用が条件

HACCPはHazard Analysis and Critical Control

Point（危害要因分析必須管理点）の頭文字で、危害分

析（HA）により得られた結果を基に必須な管理点

（CCP）を決定した上で集中管理する手法である。Haz-

ard（危害）とは、人の健康への悪影響を引き起こす可

能性をもつ、食品中の生物学的、化学的または物理的

な要因，あるいは状態と定義される。HACCPの目的

は、食品の安全性確保のためにある。

HACCPを適用するにあたっては、コーデックス委

員会（WHOとFTOの合同食品規格部会）の示したガ

イドラインにも強調されているように、HACCPシス

テムの前提条件プログラム（PRP：Prerequisite Pro-

gram）が確立され、十分に運用されていなければなら

ないとされている。PRPは、「家畜衛生の一般的原則」

の8要件（表―2）に照らして導き出された衛生管理を

意味している。しかし、衛生管理は品質管理、生産管

理、環境衛生管理、法規制管理などと密接に関係して

いることから、PRPが扱う範囲は幅広く、必ずしも衛

生管理だけではなく、関係する品質管理、生産管理、

環境衛生管理、法規制管理などが含まれることが多い

（農場に求められている法規制を表―3に示した）。

PRPによる管理で危害を十分にコントロールできて

いれば、HACCP計画で取り扱う必要はない。PRP管

理で十分コントロールできない危害はHACCPシステ
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食品衛生：フードチェーンのすべての段階で、食品の安

全性および適切さを確実にするために必要なすべての状態

および手段

食品安全：意図される用途に従って調理および／または喫

食されたときに、その食品が消費者への危害を引き起こ

さないという保証。

HACCP：食品の安全性にとって重大なハザード（危害

要因）を特定し、評価し、コントロールするシステム。

HACCP計画：考慮するフードチェーンの分野で、食品

の安全性に重大なハザードのコントロールを確保するため

にHACCPの原則に従って作成した文書。

ハザード（危害要因）：健康への悪影響を引き起こす可能

性をもつ、食品の生物学的、化学的または物理的な要因、

あるいは状態。

ハザード分析：ハザードおよびそれら（ハザード）が存

在する条件に関する情報を集めて、そのどれが食品の安

全性に重要であり、HACCP計画に記述されるべきであ

るかを決めるために、評価するプロセス。

必須管理点（CCP）：コントロールが適用可能で、食品

の安全性に対するハザードを防ぐ、取り除く、または許容

レベルまで引き下げるのに必須なステップ。

フローダイアグラム：特定の食品の生産、あるいは製造

する際に使用される一連のステップやオペレーションを系

統的に表現したもの。

コントロールする（動詞）：HACCP計画において確立し

た基準の遵守を確保し、維持するために必要な作業をお

こなう。

コントロール（名詞）：正しい手段に従って、その中で基

準が満たされている状態。

コントロールの手段：食品の安全性に対するハザードを

防ぐか、排除するか、または許容レベルまで引き下げるの

に使用可能な作業、あるいは活動。

許容限界：許容不可能と許容可能とを分ける基準。

モニター：CCPがコントロール下にあるか否かを評価す

るための、計画された観測の手順、またはコントロールの

パラメータの測定を行う活動。

逸脱：許容限界が守られないこと。

是正措置：CCPにおけるモニタリング結果が、コント

ロールの喪失を示すときに取るべき措置。

科学的証明（バリデーション）：HACCP計画の要素が

有効であるという証拠を得ること。

検証：HACCP計画が遵守されているかどうかを決定す

る、モニタリング以外の方法、手順、試験およびその他

の評価を適用すること。

コーデックス委員会が示している用語の定義
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ムを適用することになる。言い換えれば、PRP管理は

健康な豚を生産するための衛生管理の仕組みであり、

CCP管理は豚肉になったときの人に対する「危害」を

予測して、生産現場でコントロール（予防・除去・低

減）する仕組みととらえることができる。筆者の経験

では、農場によって異なるが、CCP管理の数は1～2

個程度で、そのほかはPRP管理であった。PRP管理

が食の安全を確保する上でいかに重要な位置づけであ

るかを確認しておきたい。

前提条件プログラム（PRP）とは

食品工場などでは、環境衛生の視点から工場内に衛

生害虫（例：ハエ）が侵入した場合は問題となり、侵

管理項目 内   容 

生産環境の 
衛生管理 

1．施設の設計および設備の要件 
1）施設の立地および装置の設置 
2）施設内部のデザイン、配置および構造 
3）豚に接する装置デザイン、配置、構造 
4）給餌･給水･排水とその設置 
5）温度管理･空調および換気 
6）照明 
7）貯蔵設備 
8）人の便所などの衛生設備 

2．施設の保守および衛生管理 
1）保守管理:手順および方法 
2）洗浄･消毒プログラム 
3）そ族･昆虫･野鳥･害獣の管理システム 
4）廃棄物の取り扱い 
5）効果的なモニタリング 

豚の  
衛生管理 

3．原材料（素畜、飼料、使用水等） 
1）供給側の生産環境とそこにおける取り扱いの証明 
2）素畜、飼料等の受け入れ要件と管理 
3）薬剤、ワクチン等の受け入れ要件と管理 
4）供給側の保管および輸送の要件と管理 
5）使用水の受け入れ要件と管理 

4．豚の取り扱い 
1）危害の管理（豚の衛生管理と豚の健康管理）： 

飼育密度、薬剤投与、個体および群の管理、繁殖、分娩、 
ワクチン接種、断尾、抜歯、出荷前の餌切り 

2）生産時の保守管理（飼料、水、温度、時間、等）および 
人の衛生 

3）文書化および記録 
4）回収･処置手順 

5．豚の運搬 
1）車輌およびコンテナの必要条件 
2）車輌およびコンテナの保守管理  

6．出荷豚に関する情報および出荷先の意識 
1）飼育舎の構造 
2）素畜業者名 
3）品種および系統（個体および群の識別） 
4）素畜導入年月日および飼育期間 
5）出荷数 
6）疾病および事故履歴 
7）薬剤投与履歴 
8）餌切り時刻 

従事者の 
衛生管理 

7．従事者の衛生 
1）健康状態 
2）人の清潔 
3）人の品行（行動規範･基準） 
4）外来者の衛生 

8．飼育従事者の教育訓練 
1）衛生意識および責任感 
2）教育･訓練プログラム 
3）研修および管理（教育効果の確認） 
4）再教育･訓練 

表－２　豚の「家畜衛生の一般原則」 

表―３ 畜産農場に求められている法規制 

1．家畜伝染病予防法：飼養衛生管理基準（10項目） 
2．飼料及び飼料添加物の成分規格等に関する省令 
　①飼料及び飼料添加物の購入・使用の内容について

記録し、保存すること。 
3．動物用医薬品の使用の規則に関する省令　 
　①使用内容について帳簿に記載し、保存すること。 
4．家畜排せつ物の管理の適正化及び利用促進に関す

る法律施行規則 
　①構造設備に関する基準 
　②管理の方法に関する基準 
　　家畜排せつ物の年間発生量、処理の方法及び処理

の方法別の数量について記録すること。 
5．食品衛生法等の一部を改正する法律（ポジティブ

リスト制） 
6．牛の個体識別のための情報管理及び伝達に関する

特別措置法 



入防止対策について検討される。そして、害虫の工場

内侵入防止策を策定し、PRPで管理することになる。

一方、農場において、畜舎にハエがいても問題にする

ことは出来ない（異常発生は別）。PRPを確立する場

合、食品工場と畜産農場とを同じ立場で論議すること

は意味がないように感じられる。では、農場でPRP

を確立する場合、どのような視点で取組めば良いので

あろうか？

養豚農場で最も困っている問題は、疾病による被害

である。ある細菌感染症が発生したとする、抗菌剤の

投与により治療を施し、感染の拡大を防止するため同

居豚にも予防的に抗菌剤を投与する。この事例で、豚

肉の安全性を考えた場合、抗菌剤や注射針が豚肉に残

留していないことを保証しなくてはならない。そのた

めに、抗菌剤投与記録や注射針管理記録により、休薬

期間の遵守、残留針の存在が無いことを証明できる管

理システムを構築しなければならない。これらの管理

は、後述するが、危害分析によりPRP管理、又は

（HA）CCP管理のどちらかで管理することになる。

溯って、抗菌剤による治療は、対処療法であり、感

染を未然に防ぐことが出来れば、治療の必要性がな

い。すなわち、抗菌剤や注射針の残留という危害を減

少させることになる。感染を防ぐための予防手段を具

体的に策定し、マニュアル化し、実施し、効果確認を

行うプログラムがより重要となる。この仕組みがPRP

の確立・運用であり、農場としては生産性を高める効

果的な管理方式である。

より高度で、より実践的なPRPを構築するために

は、一つ一つの作業について、「家畜衛生の一般的原

則」の8要件に照らし危害リストを作成し潜在的危害

要因を掘り起こし、予防措置を考え、文書化した標準

作業手順（SOP）、衛生標準作業手順（SSOP）、規定

書などに盛り込み、運用することになる。

獣医師のノウハウは危害リストの作成およびこれ

を基に導き出す予防プログラム（SOP、SSOP等）

に生かされる

獣医師は、疾病の治療、疾病予防、飼養管理、豚舎

管理等に関する幅広い知識と技術を駆使して、生産性

の向上と食品の安全を高めるため指導に当っている。

当然、各農場指導にあっては、農場の立地、豚舎構

造、従事者、微生物環境等あらゆる点において異なる

ことから、各農場独自の指導を行っている。それゆ

え、PRP構築においても、農場独自のPRPが導き出

されてくるのは必然である。

筆者が行っている、PRP構築の手順の概要を表―4

に示した。

PRPの構築には、食品の安全性のみに限定して考

えるのではなく、疾病被害の低減、生産性の向上、作

業効率の向上、法規制への対応等を達成できるような

幅広い方向性を持って検討することが大事である。農

場において、PRPを確立し、運用、定着させるまでに

は長い期間が必要になってくることから、まず、作業

工程の中から最も重要な工程や法規制に関わる工程を

選んで、現状作業分析、危害リストの作成、予防法の

確立、運用、効果確認の一連の流れを仕上げていくこ

とが重要である。そして、逐次その範囲を広げていく

方法が、農場でのPRP管理の定着とHACCP計画へ

の近道であると思える。

フローダイヤグラムの例を図―1に、現状作業分析

の例を表―5に、危害リスト作成用説明図を図―2に、

その事例を表―6に、SOPが備えるべき要件を表―7

に示した。なお、表5～7は「家畜の衛生管理ガイド

ライン；解説書」に紹介している各種書類の様式から

一部を引用したものである。

No.5  2006. 11

11

表―４　PRP構築の手順 

１．フローダイヤグラム（作業工程図）の作成 

２．現在あるいは過去おいて、問題点（疾病、繁殖

等）のリストアップ 

３．工程内作業から危害リスト作成の順位づけ 

　　　第１位の工程内作業の文書化（現状作業分析）、 

　　　２．で取り上げた問題との関係を明確にする 

４．現状作業分析および危害リスト作成を実施し、そ

の予防措置を考え、標準作業手順書（SOP）、 衛

生標準作業手順書（SSOP）、その他を策定 

５．第2位以降の工程内作業、日常・定期作業、につ

いて上記と同様に実施する 



危害リストの作成および予防法の確立には獣
医師の参画が重要

どんな立派なPRPが出来上がろうと、生産現場で

活用されず、書類だけが事務所の片隅に積み上げられ

ているのでは何の価値も無い。農場で活用されるから

こそ生きたPRPになる。そのためには、農場で抱え

ている現実の問題を認識し、その原因を究明し、解決

策を策定しなければならない。問題解決の予測が立て

ば、生産者（経営者および従業員）は衛生管理に真剣

に取り組む。獣医師が参画したPRP構築の検討会は、

現状作業分析、危害リスト作成、予防法の確立などに

重要な意味を持つ。

たとえば、ある感染症が問題だとする、症状は現在

顕れている状態だが、感染は発症以前に起こってい

る。予防対策を立てるには、感染が起きている場所で

の予防措置が重要である。感染の要因が、①施設・設

備の要件、②施設の保守および衛生管理、③原材料、

④豚の取り扱い、⑤豚の運搬、⑥出荷豚に関する情報

および出荷先の意識、⑦従事者の衛生、⑧従事者の教

育訓練、の「家畜衛生の一般的原則」の8要件（①～

⑧）に照らし合わせ危害要因を掘り起こし、その予防

措置を策定することになる。当然、微生物が関与して

いれば、微生物自体の性質、豚の病態、「感染の三大

要因」なども考慮して予防措置が検討される。獣医師

参加の検討会での話し合いの内容が、従事者の教育に

大きく貢献することになる。やらなければいけない理

由を納得した上で行う作業と与えられたから行う作業

とでは、その作業実施後の効果に雲泥の差が生じる。

「家畜衛生の一般的原則」や参考文献には、「…す

ること」、「…でなければならない」等々と管理基準が

羅列されている。農場により受け止め方には差がある

が、「基準のとおり実施したほうが良いことは分るが、

とても実行できない」と判断する経営者・従事者も少

なくない。このお手上げの状態を放置しておくのでな
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図－１　フローダイアグラムの事例（肉豚農場） 

製品名：肉 豚 

飼料 水 A I ワクチン 

受入 受入 受入準備 受入準備 

受入準備 

受 入 

健康チェック 

移 動 

隔 

離 

舎

受入準備 

受 入 

種 付 

受胎確認 

種 

豚 

舎

受入準備 

受 入 

分 娩 

子豚処理 

分 

娩 

舎

移 動 

給餌開始 

移 動 

離乳舎へ続く（略） 

素 豚

保管 受入 

保管 

受入 

保管 

子豚離乳 

母 

豚 

表 ―５    工程内現状作業分析シ－ト  
製品名   整  理  N o .  

作  成 日    
対 象工程  

 
 
 改  訂 日    

対 象工程の目的   

 
   危 険予知  

 
 

   注 意点   

 
工 程の内容  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
使 用 している資  器 材   
 
 

①   ⑥  
②   ⑦  
③   ⑧  
④   ⑨  
⑤  

①  
②  
③  
④  
⑤  

 ⑩  
使 用器具  検   証  現 状実施手順  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
1 )準 備作業  
    ▼   
2 )実 施方法  
    ▼   
3 )後 作業  

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【 準 備作業】  

【 実施方法】  

  ⑪  
  ⑫  
【 後作業】  
  ⑬   
  ⑭   
  ⑮   
  ⑯   
      

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 現 状 での効果  
  確 認方法  

 
 

 
改 善すべき内容   
 
 

（ 注）現状作業  を 正  確 に把握し、改  善 点  を 明確にする。  
 
 

   
 
 作 成 者：          検  証  者  ：           承 認 ：          

 ⑥  
 ⑦  
 ⑧  
 ⑨  
 ⑩  



No.5  2006. 11

13

 

工程内 
作業工程 作業手順 

工程 －ａ           ◆危害となる要因 

       ・中項目：工程の手順の危害因子 
 ・小項目：因子への直接的な具体的要因 

◆発生原因 

工程－ｂ       小項目への直接的原因 

   ◆予防措置 
 発生原因への予防対策、方法 

◆ＳＯＰ・ＳＳＯＰの文書 

工程－ｃ        予防措置の具体的な手段を作業手順書にしたもの 

図－２　危害リスト作成のポイント 

作業前手順 
実施手順 
後作業手順 

作業前手順 
実施手順 
後作業手順 

作業前手順 
実施手順 
後作業手順 

危害となる要因⇒発生原因⇒予防措置⇒ＳＯＰｓ  

【インデックスシートNo.26】 ⑨危害リスト：離乳子豚･去勢 ＜ 8．従事者の教育･訓練＞ 名称：離乳子豚 
危害となる要因 工程内作業手順 

（工程 No.８） 中項目（因子） 小項目（要因） 
発生の原因 予防措置 

ＳＳＯＰ・ 

ＳＯＰ、他 

＜準備作業＞ 

①部屋の確認 

②去勢器等の準備 

③用具の運搬 

＜実施方法＞ 

④雌雄の区別 

⑤雄を去勢器に装填 

⑥アル綿で刃を消毒 

⑦精巣を取り出す 

⑧ﾖｰﾄﾞﾁﾝｷﾍﾟﾆｼﾘﾝを 

ぬる 

 

＜ 後作業 ＞  

⑨分娩部屋に戻す 

⑩用具を直す 

⑪精巣を廃棄 

― 

有害微生物の汚染 

― 

肉質悪化等取扱危害 

去勢固定不可、傷害 

― 

肉質悪化等取扱危害 

― 

― 

― 

有害微生物の増殖 

― 

去勢用具、刃の汚染、錆 

― 

雄の残存 

去勢器の 故障 

― 

精巣の 残 存  

― 

― 

― 

誤廃棄による精巣腐敗 

― 

意識不足による洗浄消 

毒の未実施 

― 

従事者のオス、メスの 

区別が不明確 

取扱の訓練教育不足 

― 

取扱の訓練教育不足 

― 

― 

― 

取扱の訓練教育不足 

― 

管理ファイルによる教育訓練 

去勢SSOPによる教育訓練 

去勢SSOPによる教育訓練 

― 

去勢SSOPによる教育訓練 

― 

― 

― 

去勢SSOPによる教育訓練 

 

教育計画 

教育計 画 

教育計画 

教育計画表 

教育計画 

認定日 ：    年  月  日  作成： 承認： 

表－６　危害リストの事例（離乳子豚） 

項目 内容 
1.管理基準 ①管理対象概略図、写真 

②危害分析データ 
③過去の管理効果検証データ 
④ＳＯＰsを定める目的 
⑤管理指標と基準値 

2.作業手順マニュアル ①作業実施の範囲 
②作業前･中･後の手順 
③作業編成表 

3.資器材リスト  ①作業に用いたすべての資材･機材 
4.点検リスト  ①実施目的 

②実施手順概要 
③作業前後の点検項目 
④ＳＯＰs実施記録 
⑤モニタリング記録 
⑥改善措置記録 

表－７　標準作業手順（ＳＯＰs）の要件 



く、現実を踏まえ、一歩前進の姿に形成していくこと

がPRP構築の意味であり、獣医師（あるいはHACCP

コーディネーター）の役割でもあると思う。

HACCPの考えに基づいた衛生管理で
生産性の向上

PRPはHACCPの前提条件プログラムであることか

ら、農場でのPRPの運用はHACCPの考えに基づいた

衛生管理の一環である。PRPの構築および運用によ

って、農場従事者にHACCPの考えに基づいた衛生管

理の手法が身に付いてくる。同時に、生産性の向上

（利益）にまでつながってくる。筆者がPRP構築（ま

たはHACCP構築）に関与した採卵鶏農場では、従業

員の衛生意識が高まり、格好だけの作業はなくなり、

問題点の提起とその解決への提案が次々に出されるよ

うになった。予想を超える経済的効果も出てきてい

る。農場従業員の衛生意識がこのように高いと、

HACCP構築も容易になってくる。PRPで積み上げて

きた現状作業分析、危害リスト、標準作業手順書、作

業マニュアル、作業記録表等がHACCP構築に生かさ

れてくる。
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手順1 経営者のコミットチーム編成 
 

手順2 製品の説明 原材料リスト 

手順3 意図する用途 リスクアセスメント 
（NACMCF・リスク評価） 

手順4 見取図 （施設･設備･機器配置、動線、管理区分） 

フローダイアグラム （工程フローダイアグラム） 

現状作業分析  

手順5 現場での確認 

修正･手順書化 
 

手順6（原則1） 危害分析 危害リストインデックスシート 

危害りスト 

SOSP ＳＯＰ  

ＣＣＰ候補の設定 ※現場で運用する文書 

手順7（原則2） ＣＣＰの設定 書式Ａ  

手順8（原則3） 管理基準 

手順9（原則4） モニタリングの設定 書式Ｂ 

手順10（原則5） 

（原則6） 

（原則7） 

改善措置の設定 

手順11 検証方法の設定 
 書式Ｃ    ＨＡＣＣＰ計画 

手順12 文書化･記録 

図－３  HAACPシステム構築に必要な流れ（コーデックス委員会に準拠） 

受け入れ･保管、 
日常・定期作業 
工程内外作業 
施設・設備･機器 
そ族･昆虫、廃棄物 

コーデックス委員会 
「食品衛生の一般的原則 
環境の衛生管理」 
施設設計および整備条件 
食品、家畜の衛生管理 
原材料 
食品、家畜の取り扱い 
食品の運搬 
製品情報と消費者の意識 
従事者の衛生管理 
従事者の衛生 
従事者の教育・訓練 

実施作業マニュアル 
チェックリスト 
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【書式 Ａ】   対 象：     危害分析とＣＣＰ（重要管理点）の決定   〔原則１、２〕 

作業工程 

図－４　【書式Ａ】 

【書式 Ｂ】   対象： 重要管理点とモニタリング、改善措置の決定〔原則３、４、５〕 
モニタリング（監視）方法 

作業工程 管理基準 
何を どのように 何時 誰が 

改善措 置 

図－５　【書式Ｂ】 

【書式 Ｃ】   対象： 記録の記入と検証方法〔原則６、７〕 
作業工程 ＣＣＰ 検証方法 記録付けの手段 

※ＣＣＰとして決定した 
作業工程の記述 

※ＣＣＰの番号 ※ＨＡＣＣＰ計画で必要 
とされる記録付けの手段 

図－６ 【書式Ｃ】 

※ＣＣＰとして 
決定した工程
を記述 

※科学的根拠
に基づく管理
基準を明確に
記述 

※何をモニタ
リングの対象
とするのか？ 

※どんな方法 
でモニタリン 
グをするのか
?

※ＨＡＣＣＰ計画中のＣＣＰに
関するモニタリング、改善措置
の設定した方法が正しいかどう
かの検証方法と頻度、機器類の
場合はその校正方法と頻度 

※管理基準を逸脱した場
合に行うべき方法、以下の
３点を必ず含むこと。 
①逸脱原因の特定 
②逸脱した製品の処分法 
③逸脱記録と改善記録法 

※いつ行
うのか? 

※誰が行
うのか？ 

①起こる可能性
のある危害がこ
の工程に存在す
るかまたは入る
か？ 
②管理条件によ
り増大するか？ 
③条件に適合す
る管理により制
御されるか？ 

この危害はＨＡ
ＣＣＰ計画で扱
わなければなら
ないほど重要か、
一般的衛生管理
で可能か？ 

ＨＡＣＣＰ計画
あるいは一般的
衛生管理で扱う
とした理由は何
か? 

ＨＡＣＣＰ計画に
おいて、危害の予
防、排除、減少に
どのような制御手
段をとるか? 

この工程はＣＣＰ
とするか？ 

※①存在するか、
入るかについて
のYes， NO 
 
※②増大(増殖)
についてのYes，
NO 
 
※③制御される
かどうかのYes，
NO

※ＨＡＣＣＰ計
画で扱うか、そ
れとも一般的衛
生管理（ＧＭＰ、
ＧＡＰ）とする
か 

※前項の質問
（最初と２番目）に
対する理由の内
容 

※HACCP計画
で扱うとした場合
の制御手段 

※ＣＣＰとする場
合はYes、しない
場合はNo 

※選出した候
補となる、工程
を記述 



畜産HACCP導入の手順　　

PRPが確立された段階でHACCP計画の作成へと進

展させることになる。HACCP計画の作成にあっては、

コーデックス委員会が示した12手順7原則に従って

構築することが基本である（図―3）。

手順1から手順5までが、手順6【原則1】の危害分

析を行うための準備段階である。危害分析において

は、素畜、生産資材等の受入から出荷までの全ての段

階において発生する恐れのある全ての潜在的危害を列

挙し、コントロールの手段を考える。多くの場合、

PRPでその骨格は出来ているので、見直し、追加で済

むことが多い。

危害には、生物的、化学的、物理的の3種類があ

る。生物的危害には、微生物、寄生虫、ウイルス等が

ある。化学的危害には、天然毒素（フグ毒、茸毒、貝

毒など）、薬剤や農薬の残留等がある。物理的危害に

は、金属片、ガラス、骨片などが挙げられる。

危害分析の実施には、①危害の起こりやすさと健康

に対する重篤性　②危害の質・量的評価　③問題とさ

れる微生物の生存または増殖　④食品中での毒素、化

学物質または物理的物質の産生、持続性　⑤上記のよ

うな状況をもたらす条件を含めることとされている。

原則2から原則7までは、それぞれに関するHACCP

計画作成の書式（書式A：図―4、書式B：図―5、書

式C：図―6）があるので、これに従って進める。

原則2：CCP（必須管理点）を決定する。

原則3：各CCPに対する管理基準（許容限界）を

確立する。

原則4：各CCPの管理をモニタリングするは方法

を確立する。

原則5：是正措置を確立する。

原則6：HACCPシステムの検証手順を確立する。

原則7：文書化および記録保管法を設定する。

上記手順に従ってCCPを決定し、危害要因をコン

トロールすることになる。

なお、HACCP計画作成の詳細な手順については、

家畜の衛生管理ガイドライン解説書を参照していただ

きたい。

終わりに

畜産現場は、「あるべき論」では絶対に動かない。

危害分析や勉強会をやったとしても、ただ他人の意見

を聞いているだけの受動的なものであれば前進は望め

ない。HACCPに取り組むことで家畜の健康増進と生

産性の向上という結果が得られない限り、構築は一過

性で終わってしまう。筆者がHACCPの構築を支援す

る際は、作成した事項に関しては即実践に移し、効果

を確認するようにしている。「一歩前進」の姿が実感

でき、直接的にも間接的にも利益になっていることが

意識できれば、取り組みがますます活性化する。現場

の従事者から問題が提起され、改善策が提案されるよ

うになってくれば、現場における衛生管理が確実に進

歩している表れである。

HACCPの導入は一朝一夕で完成するものではない。

しかし、フードチェーン全体での取り組みを促進する

には、まず、フードチェーンの根幹部分に位置する畜

産農家が、「自分たちの生産するものが食の安全の基

本になっている」ことを十分認識し、誇りと自覚を持

って取り組んでいくべきではないだろうか。

臨床獣医師として、HACCPは食の安全性のみなら

ず、家畜・家禽の健康を守るための包括的なシステム

であると考えている。獣医師と現場の従業員が一緒に

なって取り組むことで、畜産およびフードチェーン全

体の自主的な衛生管理がますます深化していくものと

信じている。
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はじめに
世界養豚獣医学会（IPVS）は2 年に1 回開催される

養豚獣医関係最大の学会です。今回はデンマークのコ

ペンハーゲンで7月17日から19日の3日間開催され

ました。自分自身1996年のイタリア・ボローニア大

会から6回連続での出席となりますが、毎回世界から

の情報に触れ、刺激をもらって帰ってきます。

今回の発表演題を分野別整理すると、以下のように

なります（口頭発表およびポスター発表）。

今回の学会でもPRRSに関する演題が圧倒的に多

く、この疾病の抱える問題の大きさを伺うことができ

ます。アメリカでは自家不活化ワクチンの使用で効果

を上げている報告（Joo HS）もありましたが、日本で

は危険も多く実用化は当面無理でしょう。従来ヨーロ

ッパではPRRSの被害は米国ほどではありませんでし

たが、ヨーロッパでの被害も大きくなってきているよ

うです。その背景としてウイルス株の変異があげられ

ます。

PRRS対策として車両の洗浄・消毒・乾燥が効果を上

げているということはすでに知られているところです

が、その方法として、米国ではTADD（Thermo Assist-

ed Drying and Decontamination：熱をかけて乾燥さ

せることが病原体の再感染を防ぐことに有効）を取り

入れ始めているようです。これは車両ごと大きな部屋

にいれ、そこで加熱（60℃）・乾燥させることにより

車両によるウイルス伝播を防ごうという試みです。大

変興味深い発表で、乾燥は他の病原体（大腸菌、サル

モネラ、レンサ球菌）に対しても効果が認められてい

ます。日本でもPMWSやサルモネラで被害の大きか

った農場で、火炎消毒を実施したところ被害が飛躍的

に軽減した症例を経験しています。今後バイオオセキ

ュリティーに関して、乾燥がキーワードになることで

しょう。

PRRSの次に問題となっている疾病はPMWSです。

PMWSはヨーロッパでは下火になってきていますが、

アメリカ、カナダでは被害が大きくなってきています。

そのことは前回のJASV会報（AASV参加レポート）で
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世界養豚獣医学会（IPVS）に
出席して

譌サミットベテリナリーサービス　石川　弘道

IPVS2006の発表演題の分野別数 
ウイルス病 細菌病 
　PRRS 106 ローソニア 58 
　PMWS／PCV2 58 マイコプラズマ 40 
　豚コレラおよび口蹄疫 22 App 20 
　インフルエンザ 25 Haemophillus parasuis 14 
　その他のウイルス病 29 レンサ球菌 9 
　 
呼吸器病 39 
消化器病 56 
人畜共通伝染病 54 
　（主にサルモネラ） 
 
疾病清浄化および 28 
　バイオセキュリティー 
遺伝レベルでの抗病性 10 
治療（抗生物質、抗炎症剤） 80 
 
繁殖母豚関連疾病 27 
繁殖関連 74 
 
飼育管理 23 
免疫関連 33 
動物愛護 32 
栄養およびプロバイオティクス 42 
経済および屠場関連 33



PCV2分離株による病原性の差：実験的確認
Experimental confirmation that PCV2 isolates differ in virulence
T Opriessnig, NE McKeown, XJ Meng, PG Halbur
19th International Pig Veterinary Society Congress 2006 Volume1 167（2006）

はじめに

離乳後多臓器性発育不良症候群（PMWS）は1991年カナダの農場で初めて確認され、1990年代後半に

豚サーコウイルス2（PCV2）との関連が報告された。育成豚におけるPMWSは、臨床的に消耗が認められ、

リンパ節のリンパ濾胞におけるリンパ球の減少および組織球の浸潤といった組織病変が認められ、その部位

に一致してPCV2抗原が認められることにより診断される。症状的に健康な豚の多くが、PCV2に感染し

ていることが知られている。PCV2の分離株の違いが、症状の発現に関係しているという証拠は得られて

いない。PCV2分離株の遺伝子解析では、94％以上の相同性が認められている。今回の試験は、実験的に

PCV2を感染させ、病原性に違いがあるかを確認するために実施した。

材料および方法

PCV2（PCV2-40895株）は、1998年に肺炎を伴う消耗性疾患の豚（組織所見で重度のリンパ球の減少お

よび組織球の浸潤が認められ、その部位にPCV2抗原が確認されたためにPMWSと診断された）から分離

された。PCV2-40895は、遺伝学的によく解析され、豚への実験モデルにもよく用いられている。一方

PCV2-4838は2003年にリンパ球の減少が認められなかった豚から分離された株である。両者の株の核酸の

相同性は98.0％、アミノ酸の相同性は96.1％である。

42頭の豚を無作為に3グループに分けた（各グループ14頭）。グループ1は陰性コントロールとした。グ

ループ2はPCV2-4838を接種し、グループ3はPCV2-40895を接種したグループである。全ての豚が7週

齢時に104.5TCID50量のPCV2を筋肉内および経鼻接種した。接種後14日で試験豚の半数を解剖し、残り

の豚は接種後28日で解剖した。

結果

血清学的検査では、PCV2-4838を接種したグループは、接種後7日、14日、21日、28日でそれぞれ0／14、

4／14、2／7、3／7が陽転し、PCV2-40895を接種した群では、それぞれ1／14、6／14、3／7、4／7であっ

た。血清中のウイルス量は、PCV2-4838の方がPCV2-40895より接種後7日の時点では、明らかに多かっ

た（p≦0.05）。しかしながら接種後14日、21日、28日後では、PCV2-40895の方が血清中のウイルス量は

PCV2-4838より多かった（p≦0.05）。

PCV2接種豚は、リンパ節の炎症が認められ、PCV2-40895接種グループではリンパ節の腫脹が認められ

た。組織所見では、PCV2-40895接種グループではリンパ節に重度から中程度の病変が認められ、その部

位にPCV2抗原が確認された。しかしPCV2-4838接種グループでは、リンパ節の病変は軽度かまたは認め

られず、PCV2抗原もほとんど検出されなかった。リンパ節の病変スコアはPCV2-40895接種グループが

PCV2-4838接種グループに比較し、重度であった。さらにPCV2-40895接種グループは、リンパ節、扁桃

および脾臓でのウイルス量がPCV2-4838接種グループより有意に多かった。

詳しく述べていますので参照して下さい。

PRRSに関してはワクチンについての発表もありま

した。メリアル社のワクチンは母豚へ接種し、その移

行抗体により、子豚をPRRS感染から守るものです。

興味深かった発表を3題訳しましたので、参考まで

に掲載します。
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はじめに

肥育農場における部屋ごとのオールイン・オールアウトの実施では、Actinobacillus pleuroneumoniae
（Ap）感染が母豚から子豚へ感染が起こっているのか、または離乳子豚から肥育豚へ感染しているのかを
立証するのは困難である。今回の試験は、肥育豚群におけるApの伝播が、部屋単位でオールイン・オー
ルアウトを実施している場合と、農場ごとオールイン・オールアウトを実施している場合を比較する目的で

実施した。

材料および方法

豚群：今回の試験では10箇所のマルチサイト農場で生産された79群の豚を供試した。1群は300頭から

1300頭である。各マルチサイト農場は1箇所の繁殖農場（母豚500頭から1200頭）、および1ヵ所の離乳農

場（部屋ごとのオールイン・オールアウトを実施）から構成されていた。すべての母豚群はAp2型の感染を
受けていた。平均離乳日齢は20日から23日である。呼吸器病対策としての抗生物質の投与は実施されて

いない。子豚は体重約30kgで肥育農場へ移動した。肥育農場の飼育管理方法は以下のとおりである。

マルチサイト農場1から6 ：農場ごとのオールイン・オールアウトを実施

マルチサイト農場7から8 ：農場ごとと、部屋ごとのオールイン・オールアウトを実施

マルチサイト農場9から10 ：部屋ごとのオールイン・オールアウトを実施

部屋ごとのオールイン・オールアウトを実施している肥育農場では、2ロットから5ロットの子豚を受け

入れ、部屋は2枚のドアで仕切られていた。豚の移動は他のロットの豚と接触しないように行われた。

血清学的検査および内臓所見：全てのロットにおいて20頭から36頭の子豚を2回に分けて採血した。1回

目は肥育農場導入時（離乳後6週から8週）、2回目は離乳後13週から16週である。Ap2型に対する抗体検
査はpolyclonal blocking ELISAで実施した。肺病変は79群全ての豚について調査し、胸膜炎の比率を算

出した。1回目の採血時（肥育農場移動時）、2 回目の採血時ともにAp2型に対する抗体保有率が10％以上
のロットの豚は移動前からApに感染していたものと判断し、2日目の採血時でAp2型に対する抗体保有率
が10％以上または胸膜炎の罹患率が20％以上のロットは2 回目の採血後感染したものと判定した。
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Actinobacillus pleuroneumoniae感染に対する
肥育豚舎ごとのオールイン・オールアウトの効果
ME Bush, T Jensen
19th International Pig Veterinary Society Congress 2006 Volume1 198（2006）

表1　肥育豚舎移動前でのAp感染 
マルチサイト ロット数 
システム 検査ロット数 感染ロット数 

 1 6 0 
 2 7 3 
 3 2 0 
 4 8 0 
 5 8 0 
 6 8 2 
 7 16 3 
 8 10 10 
 9 6 0 
 10 6 0 
 合計 79 18

表2　肥育舎移動後のAp感染 
 マルチサイト ロット数 
 システム 検査ロット数 感染ロット数 
 1 6 3 
 2 4 2 
 3 2 1 
 4 8 1 
 5 8 3 
 6 6 1 
 7 6 0 
 合計 40 11（28％） 
 8 7 7 
 9 8 7 
 10 6 2 
 合計 21 16（76％） 

農場ごとのAI・AO実施 

部屋ごとのAI・AO実施 

表3　マルチサイトシステム7における結果 
 ロット数 
 感染した群 感染しなかった群 
 0 6 

 7 0

農場ごとのAI・AO実施 
部屋ごとのAI・AO実施 



結果

結果を表1、2および3に示した。表2および3では、移動前での感染ロットは除外した。

考察

肥育農場へ移動する前で感染したロットは、繁殖農場によりまちまちであった（表1）。肥育農場でのAp
感染の割合は、農場ごとのオールイン・オールアウトを実施していた農場の方が、部屋ごとのオールイン・

オールアウトを実施していた農場より低かった（76％に対し28％）。この結果からA.p感染は部屋間で生
じていることがうかがえた。しかし農場ごとのオールイン・オールアウトを実施していたロットでもAp感
染は起こっており、繁殖農場からのキャリアーの存在が示唆された。Apは抗体陰性の豚の扁桃からも分
離されている。
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Altrenogest投与時間の違いによる未経産豚発情同期化
D Laohasinnarong, K Kaeoket, B Prasiphon
19th International Pig Veterinary Society Congress 2006 Volume1 118（2006）

はじめに

繁殖候補豚の飼養管理は、その農場の生産性を左右する大事な要素である。altrenogestによる発情の同

期化は広く利用されている。繁殖候補豚に対するaltrenogest の投与量や投与期間に関する多くの報告が

ある。通常altrenogestは1日に1回、飼料上にふりかけ投与することになっている。しかし現場では24時

間間隔での投与がしばしば忘れられることが起きる。今回の試験はaltrenogestの異なる投与回数および

24時間以上の間隔で投与した場合の効果を比較する目的で実施した。

材料および方法

コマーシャル農場で飼育されていた30頭の交雑雌豚を試験に供した。雌豚は日齢236.10±6.90の範囲

で、少なくとも1回の発情を経験しているものを使用した。これらの未経産雌豚を無作為に3つのグルー

プに分けた。

グループ1（10頭）は1頭づつaltrenogestを日量20mg朝・夜交互に14日間投与した。グループ2（10頭）

は日量20mgを最初の7日間は午前中、後半の7日間は午後投与した。対照群（10頭）試験豚と同一の豚

舎で飼育し、5mlの生理食塩液を入れた同じ飼料を14日間給与した。

14日間の投与後、1日2回発情を確認し、発情が確認されたものについて、2回の人工授精を実施した。

結果

グループ1では10頭中6頭、グループ2では10頭中5頭がaltrenogestの投与を終了後6日以内に発情が

確認され、交配ができた。（グループ1：3.67±1.03日、グループ2：3.60±1.34日）対照群では10頭中9

頭が発情が確認され、交配できたがその期間は14日から36日と広かった。グループ1では4頭が3日以内

に、2頭が5日以内に発情が認められた。グループ2では4頭が3日以内に、1頭が6日以内に発情が確認

された。

考察

今回の試験は、既報にならって、少なくとも1回発情を示した未経産豚についてaltrenogestの発情同期

化効果を確認したものである。グループ2の大半の豚は3日以内に発情を示した。このことは養豚生産者

は、altrenogestを定時定量投与すべきであるということを示している。今回の試験では、altrenogestを

飼料といっしょに投与することで未経産豚の発情同期化が可能であることが確認できた。しかし投与間隔

は36時間以内に納めるべきである。



今年の7月にデンマークのコペンハーゲンで世界養

豚獣医学大会（IPVS）が開催されました。今号に石川

先生がその報告をされていますが、IPVSに参加後、

さらに研鑽を深めようと大井氏、志賀氏（発起人）、伊

藤氏、武田氏、末岡氏と渡辺の6人がフランス・ブル

ターニュ地方の養豚事情を視察してきました。このツ

アーには、旅行をコーディネイトしてくれた明治製菓

動薬飼料部の吉見氏（案内兼通訳）と現地を直接案内

してくれたボーダナイス氏（アメリカ、アルビオン社の

フランス駐在員）の2名が加わり、総勢8人（全員獣医

師）で7月19日パリからブルターニュへ向けて出発し

ました。以下、視察先で見聞したことを写真を中心に

ご紹介しましょう。
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フランス・ブルターニュ地方
養豚視察報告

株式会社ピグレッツ　渡辺　一夫

この地方の畜産生産者の協同組織として1970年設

立。組合員数は2200名、そのうち1200名が養豚経営

者で、従業員は2500名。飼料の製造販売、と畜場、

肉やハムの加工販売そして肥料の販売などを行う。

飼料：牛、豚、鶏合わせて年間140万トン生産、豚

はそのうちの73％。

と畜場：2ヵ所（LamballeとMontofort）を経営。と

畜能力は600～700頭／時間、6～8時間稼動。と畜

したものはすべてCooperlに販売。Cooperlとしては

それでも足りない状況。

この他に技術指導部門（14名の獣医師、80名の技術

者）があり、加入農家に対してベンチマークや抗体検
Cooperl社

Cooperl HUNAUDAYE社　飼料工場



査を行い生産性向上や疾病予防に努めている。なお、

メンバー入りの条件はCooperlのと場でと畜すること

だけで、飼料の購入や獣医師の利用等の制限はない

が、利用に関しては特典がある。

見学した工場は75万トン／年の飼料生産。他の工

場は15万トンと25万トン（ブルターニュの端）。フラ

ンス東北部の地域を担当し、1工場としての生産量は

ヨーロッパ1位。ペレットとマッシュ半々の生産。

2000年1月より動物性タンパクの使用が禁止された

が現在は単胃動物に限り動物性タンパクの飼養が許可

されている。週5～6回原材料の搬入。貨車で1回に

1300トン。専用引込み線あり日曜の夜から土曜の昼ま

で稼動、365日休みなし。朝3時から夜10時まで配送。

取り扱い原料：麦56.5％、大麦10.5％、その他の穀

物12.89％、アミノ酸残渣（大豆）1.19％、大豆かす、

菜種、ひまわり13.56％、食物性油、ホエー、その他

ビタミン、ミネラル、アミノ酸
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（CooperL社で説明を受ける）

蘆経営形態 ほとんどが一貫経営。分娩舎⇒離乳舎⇒

肥育舎の生産方式

蘆生産状況 フランス全体の肉豚生産 6445 万頭

（Cooperl社の取扱量6分の1）。スペインから40万頭

輸入。

蘆品種 ♀ W×L、W×L×D ♂ W×P、P

蘆離乳日齢 21～28日（平均24日）、体重8kg。

蘆30 kg到達 70日齢。出荷115kg 175～180日齢。

蘆生産コスト 現在1.375？（206円）。枝肉1kg生産

コストの損益分岐は1.307？なので利益が出ている。

理由は出荷頭数が減少していることと需要が多いこ

と。なお、出荷豚1頭当たりのコストは7～ 10？

（1050～1500円）。

蘆スーパーでの小売価格ロース100g当り1？（150

円）弱。

蘆事故率 離乳後事故7％（2005年）（離乳舎2～3％、

肥育舎4～5％）

今年はサ－コウイルスのために10％へ上昇か？（最

高15％）フランスばかりでなくヨーロッパ全体で生産

が減少している。

蘆規制 動物愛護の規制は厳しくないが糞尿処理（窒

素とリンの排出）に関する規制が厳しく、窒素95％、

リン90％以上を除去した液肥でなければ散布できな

い。糞尿処理は、主に固液分離し、固形物は肥料。液

体は曝気処理をして液肥。

《疾病関係》 ADは撲滅している。

蘆呼吸器 豚インフルエンザ呼吸器症候群（SIRS）⇒

慢性肺炎が問題となっている。これは数種類のウイル

スと細菌が関与している。

ウイルス：PRRS、豚インフルエンザ（H1N2）、

PCV2

細菌：MPS（マイコプラズマ・プルロニュウモニエ

とM．ハイオライニス）、APP（アクチノバチ

ルス・プルロニュウモニエ）、およびHps子

豚の90％がMPS（マイコプラズマ・プルロニ

ュウモニエ）ワクチンを投与している。

MPSワクチンは通常2回投与。最近は1回投与もあ

るがひどい場合は2回投与。1回投与の場合は、安全

性、効果を比べるとベーリンガーが良い。ファイザー

フランスの養豚
表1 Cooperl社のベンチマークより（2005年）

上位 上位 平均10％ 25％

分析農家数 33 82 330

母豚飼養頭数 291 278 220

年間離乳頭数 29.3 28.2 26.1

総産子数 14.3 14.2 13.9

生存産子数 13.3 13.1 12.6

死産数 1.1 1.2 1.3

離乳頭数 11.6 11.3 10.6

死産率％ 12.6 13.9 16.2

離乳日齢 22 23 224

離乳から発情（受胎）日数 7.1 7.4 9

分娩間隔 145 146 148

生涯産次 5.1 5.1 4.9



とベーリンガーの使用割合は半々。

蘆消化器 E.coli（出生時、離乳後）、ローソニア（離

乳後から肥育）

蘆繁殖関係 PRRS（繁殖関係に影響が多い）、レプト

スピラ、PCV2は10年がかりでの取り組みにより、問

題は少ない。PRRSへの取り組み内容は次の通り。

①衛生面でのコントロール（厳格なもの）

②生産者に40の質問⇒問題の早期解決

③「マードックの20」で衛生管理の実施

＋遺伝（ピエトレンがPCV2に強い）

＋ワクチン

蘆新生児 大腸菌症、クロストリジウムの問題

蘆離乳後 飲料水の品質、豚舎の温度管理が重要

大腸菌、サルモネラ（希、生産者が衛生管理で解決）

コクシジウム（バイエルのバイユクスが有効）

離乳時に下痢があれば飼料中のCPを下げ、アミノ

酸を上げる。また、酸度（有機酸により）を上げる

蘆離乳舎・育成舎　ローソニア

PCV2とローソニアの区別が診断として重要

PPE 出血性回腸炎⇒頻度が高い

抗生物質⇒タイロシン、チアムリン

ワクチン（経口、ベーリンガー）
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蘆農場主 マーリー。2003年に一貫農場として新設、

農場主夫妻と従業員1名

蘆規　模 繁殖雌豚　172頭、農地80ha（麦、とうも

ろこし等）。ご主人が主に担当。

♀LW×♂P（ピエトレイン）→Bougeardより導入

蘆飼料コスト 0.148ユーロ（22.2円）／餌1kg当たり・

自家生産飼料は計算していない？

蘆離乳後事故率 2.6％、離乳舎は1.4％　

8年前の離乳後事故率は15％だった。原因はPCV2

等の感染。1993年からの古い繁殖舎のため呼吸器、消

化器、繁殖問題があった。特に離乳舎の換気、衛生レ

ベルが悪かったが、PCV2対策として豚舎の建替えと

雄豚をピエトレインに変更（疾病に強い！）したとこ

ラプチトアテュ農場
2005年の農場成績

平均母豚数 179頭

年間離乳 27.40頭／母豚・年

年間出荷頭数 23.8頭／母豚・年

総産子数 14.6頭／腹

生存産子数 12.60頭／腹

死産数 1.46頭／腹

離乳頭数 10.90頭／腹

哺乳中死亡 13.4％

離乳日齢 20.5日

発情再起日数 9.5日

回転 2.52

分娩間隔 145日

生涯産歴 4.80

初産分娩日齢 373日

（1年で分娩するようにする。）

初回交配 160裴8ヶ月以上）

FC 2.77（Cooperl社平均→2.94）

ストール 栄養状態は普通。大きめのLWという感じ。
普通の豚と豚舎のように思える

ラプチトアテュ農場　左から2番目が農場主のマリーさん。
働き者のおっかさん。腕が太い！一番左が管理獣医師



ろ、著しく改善した。

蘆ワクチネーション

母豚　PPV＋SE（K）、AR、E.coli

子豚　MPS（6日齢＋20日齢＝2回

蘆PRRS フリー

蘆アイボメック注 分娩毎に母豚に注射。

蘆飼料 リキッドフィーディングを30年前より実施。

バイプロは使用せず、購入飼料（Cooperl飼料）を水で

溶いて給与、（2.6L水＋1kg飼料）がCoorerl社の平均

的な給与量。夏季は水の量を多くして給与する。購入

JASV会報
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分娩舎　栄養状態はやや細め。舎内はきれいに洗浄消毒され
ている。餌箱が大きく、リキッド飼料を給餌されている

離乳舎　肥育舎に移動直前の子豚。発育が良く、離乳後か
ら3頭しか死んでいない！

電動で犬歯を削る機械。電動歯研磨器？ちょっと重い！

離乳舎　離乳直後の子豚。発育が良く、大きさもそろってい
てgood！

肥育舎は全面スノコで飼槽側の豚房の角にブロックが置いて
ある。このようにブロックを置くだけで飼槽に糞尿が入るの
をブロック！豚の発育は良好



飼料の他に自家産小麦（粉砕して）を使用。給与量は

不明。

蘆生産方式

バッチシステム 肥育舎に合わせた母豚グループ＝

5グループ

蘆離乳日 水曜日

蘆離乳体重 21日齢で6 kg

蘆交配 土、日、月の交配。朝に許容したら夕＋夕に

交配。無発情は次回グループに組み込む＝Regumate

利用。

蘆離乳舎

密度　3頭／㎡　25～27頭／豚房

コンパートメント 4ペン×2列＝8ペン

選別　50～52日齢時　大きいものをピックアップ

肉豚舎移動　74日齢　（30kg平均）

構造　オールスノコ

蘆肉豚舎

収容頭数　1頭／ペン

糞尿　　フラッシング

飼養管理　オールイン・オールアウト

出荷体重　114.75kg

蘆糞尿処理

1日4～5回オートフラッシング。固形物を分離し

水は再利用。飼養頭数は土地に縛られないが、窒素と

リンの排出に規制がある（窒素とリンを除いた液肥のみ

散布可）ので浄化槽を完備している。

蘆雇用 1人。

法律により週35時間、4週間の長期休暇（週の労

働時間が35時間を超える場合はさらに10日間プラ

ス）。以前は外国人労働者等安価な労働力を使用して

いたが、労働時間の問題と、生産性が上がらなかった

ため、現在は訓練された人間を雇うようにしている。

このため生産性は上がったが、人件費も増えたため、

豚舎を新設し、設備の改善により人件費の削減や労働

時間の短縮を図っている。

No.5  2006. 11

25

蘆規　模 350頭 一貫経営 2サイト（分娩離乳＋肥育）

蘆従業員 4名（繁殖2名、肥育2名）

蘆地下水 Fe、Mnが豊富な水なので、除去装置にて

これらを除去してから豚に与える。

蘆疾　病 PRRS、大腸菌症、MPS

離乳後のPMWSによる呼吸器症とAPPが問題

蘆夏場対策 夏場用の飼料（Cooperl社）を使用。こ

の他に、尿量を増やす目的で、利尿作用のあるハーブ

（アテチョークという植物の抽出物）を6月中旬～7月

初旬に3週間成豚全体に投与している。

蘆バッチ 3週ごとのグループ（3／7？）

蘆離　乳 28日　木曜日離乳

蘆交　配

早期発情（金、土、日）→許容開始24時間後より交

配　→12時間間隔

前述の後の発情（月、火、水）→20時間間隔で交配

蘆生産子数 13.5頭／腹

蘆離　乳 11～11.5頭／腹→下痢がなければ…

蘆離乳後事故率 6％（フランス全体5％程度）

蘆交配・妊娠ストール 乾燥しにくいのでゼオライト

を床面に撒く。

窓の外側でミスト→暑熱対策

キウノン農場

先の溝に犬歯を入れて削る。白い粉は歯の削りカス



天井より入気→サイドより排気

分娩後処理 薬液注入＝クロキサシリン＋コリスチン

（牛乳房炎治療用）

投　薬 ドサトロンでリキッド飼料中に投薬。薬液タ

ンクを機械で攪拌しているのには感心しました。やは

り病気が多いのか？

犬　歯 電動歯研磨器を使用、臍の緒は歯を研磨する

ときにカットする＋イソジン消毒

尾　切 月曜日

飼料給与 3回給餌（後半の2～3週）。分娩後2.5 kg

最高量 7kg／日。飼槽は大変大きい！！見習うべし！

なお、母豚の年間飼料給与量は 1,100kg～1,200kg。

哺乳豚 粒のそろった子豚が平気で13頭ずつ付いて

いる。普通の母豚とばかり思っていたのに産子数の多

さに驚愕。また、母豚はお腹をドーンと出して左右7

つの乳頭にに子豚が楽に吸い付いて授乳していました。

この産子数の多さと乳出しの良さが繁殖成績の良さに

繋がっていると感じました。日本の豚も、もっと産子

数と泌乳量が増えるよう育種改良すべし！フランスの

底力を見た思いです。

3週収容（18日間＝28～45日まで）。換気

は天井入気→ピット下排気

5～6週収容（約80日令まで＝体重37

～40 kg）

6週間収容。他の豚舎はきれいだっ

たのにここだけ汚い。そして、Giltペンの手前に経産

豚（廃豚？馴致材料？）が飼育されている。母豚候補

豚を衛生レベルの高い農場より導入しているので、馴

致中に感染、発症（使い物にならない程度まで…）して

しまう。このことが呼吸器病の多い原因になっている

のでは？

候補豚隔離舎

子豚育成舎

離乳舎

分娩舎
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分娩舎　オッパイをドーンと出して母豚が寝ている。12頭
の子豚（ほとんどの腹が13頭）も十分哺乳していました。
これだと分割授乳の必要がない？

分娩舎　13頭の子豚の大きさが揃っている

ドサトロンと薬液タンク タンク上部の銀色の円柱が撹拌機
のモーター

交配・妊娠ストール ウインドウレスで埃っぽく、臭いもあ
った。豚はやはりちょっと大きめのLW
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まとめ　

初めて行ったフランスの養豚場。豚舎には驚きませんでしたが、繁殖能力の高さには驚きました。これ

から必要なのは普通に13頭哺乳開始できる母豚だと痛感しました。日本のブリーダーに、明日にでもこ

の子達を作って頂きたいものです。また、フランスの豊かさも今回初めて実感できました。大変有意義な

視察旅行でした。これも、偏に吉見氏とボーダナイス氏のおかげと深く感謝しております。最後に、見ま

したMona Lisa!!

森　正史（もりまさふみ）

862-0903  熊本県熊本市若葉2丁目14-10-501
TEL 096-368-9107 FAX 096-368-9107
①もり家畜診療所
②1967年11月6日
④宮崎大学農学部獣医学科（研究室：家畜微生物学講座）
⑥もり家畜診療所の業務
「もり家畜診療所」は平成18年2月に、養豚・養鶏の往診専門の診

療所として設立され、農場の定期巡回による疾病予防対策、衛生管理、
動物用医薬品の適正使用指導などを行っています。
予防獣医学の立場から、“病気に強い農場作り”を農場と一緒に考え、

実践する、“かかりつけの診療所（獣医師）”を目指しています。
⑦これからの課題
飼養環境測定：疾病が多く、問題のある農場・豚舎に入ると、“臭い”、

“空気の重さ”などで感じる部分があります。しかし、いつもその中で
作業している農場主、従業員は慣れっこになり、感じなくなっていま
す。この五感で感じる部分を環境測定などで伝えたい。
飼養規模ごとの衛生対策：疾病対策、衛生対策についてのますます

情報多くなり、それを受け止める農場の理解も進んでいますが、依然
として、“PRRS”、“PMWS”の情報だけが一人歩きしています。慢性
疾病は、飼養規模、豚舎環境ごとに病態が違って当然なのに、“ウイル
スの株が違うから”、“馴致がうまくいっていないから”と…。飼養規模
ごと衛生対策の考え方を伝えたい。
有料衛生検査：衛生検査を有料化することで、より総合的に実施し、

本当に役に立つ衛生検査ができるようにしたい。
自分の力を付ける：自分自身の知識・経験を多くして、生産者から

信頼される獣医師でありたい。

①診療所名　②生年月日　③出身地　
④出身大学　⑤趣味　⑥セールスポイント　⑦抱負

新入会員紹介 



2003年、種豚会社である日本ハイポー株式会社を退社し、宮城

県の加美町に診療所を開設。冬には雪深い奥羽山脈の懐、大自然

に囲まれた生活をしています。1月から3月までは診療所から町道

までの100mの畑道の雪かきに没頭します。出張中に大雪が降ると、

全く車の出入りは出来なくなり、家は孤立状態となってしまいま

す。しかし、雪が降ってくれるからこそ、目の前の山でキーを楽

しむことが出来ます。また、チョット足をのばせば、ヤマメ、鮎、

山菜、キノコ、ブドウなどの自然の恵みが四季の生活に彩りを添

えてくれます。そして、毎年1年の終わり、12月のクリスマスに

は近在の友人15人程度で1週間かけて200 kgのハムとベーコン作

りに挑戦しています。東北においでの折は是非お立ち寄り下さい。

〇業　務
・北海道から九州まで、約25の養豚場に1～3ヵ月間隔で訪問し、

コンサルタント業務をしています。

・訪問先の養豚場の規模は母豚数100～2000頭です。

・農場訪問時には必ずシャワーを浴びて、専用衣服に着替えて豚

に接しています。農場にシャワーの施設がない場合は、住まいの

お風呂をお借りします。それもかなわぬ時は温泉巡りです。私の

このような習慣で訪問先の農場員の防疫意識が高まっているよう

に感じています。

〇これから先
今まで以上に、豚にそして場員にどっぷりと浸かり、養豚家の身になった指導をしていきたいと

考えています。もう一つ、オーエスキー、PRRS発生以後なくなってしまった農場間の交流が復活

できたらと思っています。お互いの農場にどんどんと入っていける時代はもう来ないと思いますが、

地域で集まっての意見交換、技術勉強会などによって必ず経営は改善されるはずです。こんな取り

組みに首を突っ込むことができたらと願っています。

診療所の名称： ピッグケア
診療所の住所： 〒981-4351 宮城県加美郡加美町字南小路31-12
電話、FAX： 0229-68-1620
生年月日： ＠＠年＠月＠＠日
名　前： 田中　正雄
出身大学： 日本獣医生命科学大学（旧日本獣医畜産大学）

JASV会報
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リ レ ー 
連 載 診療所紹介笞 ピッグケア 



診療所の名称： 藤原動物病院
診療所の住所： 〒893-0014 鹿児島県鹿屋市寿7丁目9-53
電　話： 090-2582-5820
FAX： 0994-44-5564
e-mail t-fujiwara@po.synapse.ne.jp
名　前： 藤原　孝彦
出身大学： 北海道酪農学園大学北海道酪農学園大学大学院修士

課程獣医学専攻終了

〇職歴
1985年 伊藤ハム株式会社入社

日本ファ-ム株式会社赴任（現在サンキョウミ-ト株式会社ファ－ムユニット）
当時SPF豚3600頭及び1600頭規模で2サイト
当時は、農場内の獣医師の位置づけが確定されておらず、防疫、衛生管理はもとより、
交配、飼育、出荷、移動、畜舎改造、終末処理など農場運営全般担当。
今でこそ当たり前である人工授精普及や、注射針管理などの安全な食肉生産意識もこ
の頃が走りであった。

1997年 開業　鹿児島を含む南九州を主体に九州管内契約農場を巡回

〇抱負
当時では珍しいSPF豚の大規模農場をまず最初に経験し、防疫観念がハードだけではなくソフト
がシステムとして動くことの重要性を実感しました。農場のあらゆることが、単なるマニュアルで
はなくシステムとして機能させるためにどうするかを一緒に考え積み上げていくことを大切してい
ます。データとしてはあるのが利用されていないことや、現場にフィードバックされていない、ま
た同じデーターであるのに、違う形でを重複していることに出くわす場合も多く、交通整理も重要
な仕事であると思っています。
現在は複合感染が主流で、また密度が高く疾病の多い地域ほどコントロールが困難な場合が多く、
治療より予防、薬だけに頼らない飼育環境の重視し、発育に対しマイナスに働くストレスの緩和を、
農場別のオーダーメイドでいかに確立できるかが重要だと思っています。

〇重要視していること
・クリーンで能力の高い種豚群
・環境改善（コントロールを改善するか、豚自身が選べる手段、エリア密度）
・バイオセキュリティー（場外と場内、場内のエリア間）
・システム改善（AI・AO、グループシステム化等）
・データ分析及び検証（効果判定）
・HACCPの手法を取り入れての農場内整理改善

〇趣味
ジョギング、スキー、ドライブ、旅行、温泉
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第1条　（名称）
本会は、「有限責任中間法人日本養豚開業獣医師協会」と称し、
英文名をThe Japanese Association of Swine Veterinarians（略
称：JASV）とする。

第2条　（所在地）
本会は事務所を群馬県勢多郡新里村大字鶴ヶ谷382番地27に
置く。

第3条　（目的）
本会は、豚の健康と安全な豚肉生産の増進を図ることにより、
養豚生産者と消費者をつなぐ専門的かつ特異性ある養豚獣医
業の確立と普及に寄与し、両者の幸せと豊かな社会の発展に
貢献することを目的とするとともに、会員の教育、研究並び
に技術及び社会的地位の向上を図ることを目的とする。

第4条　（事業）
本会は、第3条の目的を達成するため、以下の事業を行う。
①社員の研究発表会、学術講演会等の開催並びに教育に関す
る事業

②機関紙等の刊行
③内外の関係学術団体との連絡及び提携
④生産工程管理及び生産情報公表に関する研究、教育、認証
等の事業

⑤養豚獣医療に関する研究開発及び受託試験の実施
⑥養豚関連資材の研究開発及び普及等の事業
⑦養豚獣医師及び養豚に関する人材の研修、育成事業
⑧国民に対する養豚獣医療等に関する情報の提供及び啓蒙
⑨その他本法人の目的を達成するために必要な事業

第5条（会員の資格、種別）
本会の会員は養豚関係の業務に携わり、本会の目的を十分理
解し、その活動に積極的に参加できる、個人及び法人でるこ
ととし、以下の会員をもって構成する。
①正会員：豚の診療およびコンサルテーションを主たる業務
とする開業獣医師。法人においては、その役員である獣医
師個人。

②一般会員：養豚生産者、正会員以外の獣医師、大学関係者、
その他研究者・技術者等。法人加入ではなく、個人とする。

③学生会員：将来、養豚に関わる業務に就くことを目指して
勉学・研究に励む大学生等。

④賛助会員：協会の目的、事業に賛同するメーカー、関連団
体等。

2、正会員は総会構成員としての議決権を有する。
3、一般会員、学生会員と賛助会員は総会の議決権は有しない。

第6条（入会金、会費）
入会金、会費は以下の通りと定める。
①正会員：入会金100,000円、年会費20,000円
②一般会員：入会金20,000円、年会費20,000円
③学生会員：年会費のみ2,000円
④賛助会員：年会費のみ300,000円
2、会計年度は、毎年6月1日より5月31日とする。
3、会員は、年度途中で入会した場合であっても、入会金、年
会費を全額納入するものとする。

4、既納の入会金、年会費は、いかなる理由があっても返還し
ない。

第7条（入会）
本会に入会するには、所定の申し込み用紙を代表理事に提出
し、理事会の承認を受けなければならない。ただし、正会員
については、正会員1名以上の推薦があり、理事会で承認され
た者とする。

第8条（退会および除名）
会員が退会するときは、書面にて代表理事に届け出ることと
し、次の理事会で確認する。
2、会員が本会の名誉を著しく傷つけた場合、あるいは本会の
目的から逸脱した行為活動を行ったり、会費を2年以上滞納し
た場合、理事会の決議を経て除名することができる。

第9条（理事会）
本会には以下の役員を置き、理事会を構成する。
①代表理事　1名
②理事　3名以上
③監事　1名以上
2、理事、監事の選任は正会員2名以上の推薦を受け、理事会
の2／3以上の賛成で決議される。役員の任期は理事が2年、
監事が4年とする。ただし、再任は妨げない。

第10条（顧問）
本会には、運営に対して助言と協力をいただく若干名の顧問
を置くことができる。顧問は理事会で決定する。顧問の任期
は、特に定めない。

第11条（総会）
総会は通常総会および臨時総会とし、正会員で構成する。
2、通常総会は年1回開催し、代表理事が招集する。臨時総会
は、理事会が必要と認めたとき、および正会員からの開催の
請求があり理事会がこれを認めたときに代表理事が招集する。
3、総会は、正会員の過半数の出席をもって成立する。ただし、
出席できない正会員はあらかじめ委任状を提出することで、
出席したものとみなすことができる。
4、総会の議事は、出席者の過半数をもって決定する

第12条（会の運営）
理事会が、本会の業務を執行する。その運営は、総会で承認
を得ることとする。

第13条（旅費および日当規程）
本会の理事会構成員が会の運営のために出張する場合にかか
る旅費および日当は、別途定める規程に準じた費用を支給す
るものとする。その他の場合には、その都度検討し支給する。

附則
この会則は、平成16年6月1日より施行する。

平成16年6月1日
有限責任中間法人　日本養豚開業獣医師協会

日本養豚開業獣医師協会会則
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編集後記
オーエスキー病がない、PRRSがない、Appがない、M.hpもない、おまけにスト
レスもない。そんな夢のような環境で豚を飼えたら良いと思いませんか。
オーストラリアの放牧養豚場で見つけました。とてもうらやましい限りでした。管
理は恐ろしく大雑把でした。成績はDG 700g 、出荷頭数は21頭、出生後の事故率
7％です。
昔の豚は強かったという意味が少し分かったように思いました。
病気を入れたのは、海外から豚を入れたことによる弊害です。良い面もあったと思
いますが、マイナス面だけが気になるのは私だけでしょうか。
オーストラリアは過去20数年、豚を入れていないそうです。何が重要なのか分か
っていたと思います。大雑把な放牧養豚でしたが、防疫だけは気をつけていました。
オーストラリアの奥深さに触れて、改めて病気の怖さを感じました。

（伊藤　貢）

日本養豚開業獣医師協会（JASV）九州セミナー開催計画
1．開催日時
2006年12月15日（金）
セミナー 13：30～17：00
懇親会 17：30～19：30

2．開催場所
“ウェルサンピア都城”
宮崎県都城市早水町4503-10 TEL.0986-26-8855 Fax.0986-26-8111

3．内容
1）豚コレラのその後と九州での疾病発生の現状について 藤原孝彦　先生
2）日本におけるPRRSとPMWSの現状と対応策について 呉　克昌　先生
3）日本養豚の生産性の現状と欧州との違いについて 伊藤　貢　先生

4．参加費
1）会員（正会員、一般会員、賛助会員＝1社3名まで） 3,000円
2）非会員 5,000円

5． 懇親会
1）参加費 一人　5,000円

6．募集人数
150名

7．参加申し込みは下記までFAXで
1）JASV事務局 FAX 0277-30-6290
2）JASV九州事務局　志賀　明 FAX 0983-23-3549

8．問い合わせ先
JASV九州事務局　志賀　明 TEL  0983-23-2392 FAX 0983-23-3549




